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◇
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
報
告 

去
る
七
月
十
三
日
（
月
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お

い
て
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、

二
〇
一
九
年
度
高
岡
教
区
各
種
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議

の
上
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

二
〇
一
九
年
度
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
区
一
般
会
計
の

総
額
で
は
、
次
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
二
〇
一
九
年
度
剰
余
金
が

千
二
百
五
十
七
万
二
千
百
四
十
三
円
と
、
前
年
度
比
で
百
七
十

六
万
円
以
上
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

『
一
般
会
計
』
の
歳
入
全
体
で
は
、
予
算
額
に
対
し
て
八
十

二
万
百
八
十
九
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
主
な
要
因

と
し
て
、「
各
種
助
成
金
」
の
増
額
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
在
家

免
物
委
託
事
務
費
が
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
当
初
予
算
に
は

無
か
っ
た
寺
院
振
興
対
策
助
成
金
・
連
区
宗
務
懇
話
会
助
成

金
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
助
成
金
や
門
徒
宗
会
議
員
補
欠

選
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
助
成
金
の
収
入
が
あ
っ
た
た

め
に
「
各
種
助
成
金
」
全
体
で
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
雑
収
入
」
も
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
千
鳥
ヶ

淵
法
要
団
体
参
拝
参
加
費
・
葬
儀
法
要
出
向
法
礼
・
児
童
念
仏

奉
仕
団
参
加
費
が
当
初
予
算
よ
り
減
額
に
な
っ
た
も
の
の
、
教

務
所
長
歓
送
迎
会
参
加
費
・
連
区
宗
務
懇
話
会
参
加
費
・
平
和

を
願
う
つ
ど
い
入
場
整
理
券
収
入
や
印
刷
代
収
入
・
寄
付
金
・

そ
の
他
で
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

『
一
般
会
計
』
の
歳
出
で
は
、「
実
践
運
動
推
進
費
」
が
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
僧
侶
研
修
会
や
千
鳥
ヶ

淵
法
要
団
体
参
拝
・
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
・
実
践

運
動
教
区
委
員
研
修
会
等
の
経
費
が
当
初
見
込
み
よ
り
も

大
き
く
減
額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。「
会
議
費
」

は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
諸
会
議
費
の
連
区
宗
務
懇
話

会
・
教
務
所
長
歓
送
迎
会
・
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
・
将
来

構
想
委
員
会
等
の
経
費
が
当
初
予
算
よ
り
増
え
た
た
め
に

五
十
五
万
円
増
の
予
算
補
正
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
補
正
予

算
に
近
い
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
教
務
所
費
」
の
人
件
費

で
は
教
務
所
長
交
代
に
よ
り
給
与
費
が
減
額
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
務
費
で
も

通
信
印
刷
費
・
消
耗
品
費
・
備
品
費
・
出
張
交
通
費
・
慶
弔

費
・
諸
雑
費
・
伝
道
車
費
な
ど
全
て
の
費
目
で
減
額
と
な
っ

た
た
め
に
、
事
務
費
全
体
で
百
二
十
万
円
弱
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
度
よ
り
新
設
し
た
特
別
会
計
『
振
興

推
進
金
庫
』
へ
予
算
通
り
二
百
万
円
を
回
金
い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
教
区
特
別
会
計
の
決
算
で
す
が
、
『
平
衡
資
金
積
立

会
計
』
『
転
退
職
積
立
会
計
』
は
預
金
利
息
の
み
の
変
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。
『
災
害
対
策
会
計
』
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
で
東
日
本
大
震
災
へ
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
で
そ
の
会
計
を
閉

鎖
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
剰
余
金
百
七
十
四
万
八
千
余
り

を
災
害
対
策
費
へ
繰
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
援

金
会
計
は
閉
鎖
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活

動
は
昨
年
度
も
行
っ
て
お
り
、
『
災
害
対
策
会
計
』
の
「
支

援
活
動
費
」
の
費
目
か
ら
経
費
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
そ

 高
岡
教
区 

 

 

高岡教区教務所 電話 0766-22-0887 FAX0766-21-5152 

念仏のこころに

生きる生活を 

２０２０ 

８月号 



 

2 

の
支
援
活
動
に
対
し
全
日
本
仏
教
会
と
高
岡
市
か
ら
活
動
助
成
金
が
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。「
教
化
資
料
作
成
費
」
で
は
、
頒
布
収
入
が
十
六
万
円
以
上
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
初
予
算
よ
り
十
万
円
減
の
予
算
補
正

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
決
算
で
は
大
き
な
増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

『
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費
会
計
』
で
は
、
寺
族
青
年
会
の
ご
縁

づ
く
り
活
動
に
対
し
て
「
推
進
費
」
の
費
目
か
ら
助
成
金
を
支
出
し
た
ほ
か
、

「
会
議
費
」
か
ら
委
員
会
の
開
催
経
費
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
『
免
物
会
計
』

は
、
収
入
の
全
て
の
費
目
で
予
算
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

免
物
交
付
に
か
か
る
「
免
物
冥
加
」
を
二
百
四
十
万
円
、「
本
山
委
託
事
務
費
」

を
二
十
四
万
円
、「
教
区
事
務
取
扱
費
」
を
二
千
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
予
算

補
正
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
予
算
よ
り
増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
支
出
の

「
免
物
申
請
冥
加
」
も
二
百
四
十
万
円
、「
回
金
」
を
二
十
四
万
円
減
額
す
る

補
正
予
算
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
昨
年
度
に
比
べ
る
と
免
物
会
計
は

収
入
・
支
出
と
も
に
減
収
・
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
と
こ
ろ

で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
新
設
さ
れ
た
「
振
興
推
進
金
庫
」
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
回
金
の
他
に
西
岡
孝
了
前
教
務
所
長
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
き
、
当
初
予
算
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
が
令
和
元
年
度
教

区
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で
す
。 

◇
一
般
財
団
法
人
教
学
財
団
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告 

去
る
六
月
十
日
及
び
二
十
五
日
、
教
学
財
団
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
が
慎
重
審
議
の
上
、
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
  

二
〇
一
九
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
決
算
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
事
業
活
動

収
入
の
部
に
お
い
て
、
受
取
会
費
で
は
、
教
学
研
究
室
賛
助
会
費
が
前
年
度

決
算
額
に
対
し
二
万
円
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
事
業
収
入
の
講
座
受

講
料
収
入
で
は
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
を
収
納
し
、
受
取
賃
貸
料
収
入
で

は
、
会
館
使
用
料
等
を
収
納
い
た
し
ま
し
た
。
補
助
金
等
収
入
と
し
て
、
教

区
か
ら
の
財
団
運
営
助
成
金
と
し
て
前
年
度
決
算
額
同
額
の
三
百
万
円
を
収

納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
金
収
入
で
は
、
一
昨
年
退
職
を
さ
れ

ま
し
た
職
員
の
濱
野
信
宏
さ
ん
よ
り
五
十
万
円
、
昨
年
定
年
退
職
を
さ
れ
ま

し
た
西
岡
孝
雄
前
理
事
長
よ
り
三
万
円
の
ご
寄
付
を
納
入
い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
事
業
活
動
支
出
の
部
で
は
、
旅
費
交
通
費
支
出
で
は
、
理
事
会
及
び

評
議
員
会
の
交
通
費
、
通
信
運
搬
費
支
出
に
お
い
て
は
各
種
送
料
の
支
出
、

修
繕
費
支
出
で
は
会
館
清
掃
料
、
ダ
ス
キ
ン
使
用
料
等
を
支
出
、
印
刷
製
本

費
で
は
、
教
学
研
究
室
紀
要
第
一
号
の
調
製
経
費
を
支
出
、
光
熱
水
料
費
支

出
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、
保
険
料
支
出
で
は
Ｊ
Ａ
火
災

保
険
料
の
支
出
、
諸
謝
金
支
出
で
は
、
各
種
講
師
礼
等
を
支
出
、
負
担
金
支

出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・
弁
当
代
・
そ
の
他
を
支

出
、
助
成
金
支
出
は
、
教
区
児
童
念
仏
奉
仕
団
に
対
す
る
助
成
金
を
支
出
、

雑
支
出
で
は
公
認
会
計
士
委
託
料
等
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
が
二
〇

一
九
年
度
決
算
の
概
要
で
す
。 

【
別
紙
に
て
教
区
会
計
決
算
書
及
び
財
団
決
算
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
】 

★
令
和
二
年
七
月
豪
雨
「
災
害
義
援
金
」
募
集 

今
般
、
九
州
地
方
を
中
心
に
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪

雨
災
害
に
関
し
、
七
月
二
十
七
日
、
教
区
災
害
対
策
委
員
会
を
開
催
し
協
議

の
結
果
、
各
ご
寺
院
宛
に
一
口
、
五
千
円
以
上
の
義
援
金
（
で
き
ま
し
た
ら

二
口
）
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

先
日
、
ご
依
頼
文
書
及
び
振
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
協

力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
募
集
期
間
は
二
〇
二
〇
年
八
月
末
日
ま
で
で
す
。 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

―

第
六
回
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
報
告―

 
去
る
七
月
三
十
一
日
（
金
）
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
て
第
六
回
同
朋
運
動

推
進
者
養
成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
研
修
会
は
同
朋
教
団
再
生
運
動
の
推
進
者
の
目
的
と
し
て
二
年
間
全
十
二
回
の

日
程
で
昨
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
三
期
目
を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
前
回
よ
り
丸
一
年
ほ
ど
期
間
が
空
い
て
し

ま
っ
た
た
め
、
冒
頭
で
第
一
～
五
回
ま
で
の
講
義
の
主
な
内
容
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。 第

一
回
「
同
朋
運
動
に
取
り
組
む
視
座
」
で
は
部
落
差
別
問
題
と
は
何
か
、
な
ぜ

同
朋
運
動
が
始
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
第
二
回
「
部

落
差
別
の
現
実
Ⅰ
」
で
は
部
落
差
別
の
定
義
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
第
三
回
「
部

落
差
別
の
現
実
Ⅱ
」
で
は
富
山
県
に
お
け
る
部
落
差
別
の
実
態
と
全
国
的
に
み
て
も

異
様
と
さ
え
言
え
る
行
政
的
な
取
り
組
み
の
少
な
さ
に
つ
い
て
、
第
四
回
「
本
願
寺

教
団
と
部
落
差
別
Ⅰ
」
で
は
被
差
別
部
落
に
多
数
の
寺
院
・
門
信
徒
を
抱
え
な
が
ら

も
様
々
な
差
別
（
冥
加
金
の
割
り
増
し
、
学
階
の
制
限
、
差
別
を
正
当
化
す
る
布
教

等
）
を
し
て
き
た
歴
史
的
事
実
を
学
び
ま
し
た
。
第
五
回
は
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
現
地
で
見
聞
き
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

第
六
回
と
な
る
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
に
引
き
続
き
「
本
願
寺
教
団
と
部
落

差
別
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
、
な
ぜ
部
落
差
別
問
題
と
い
う
こ
と
が
教
団
の
重
要
課
題
で

あ
っ
た
の
か
と
い
こ
と
を
中
心
に
ご
講
師
の
岩
本
孝
樹
さ
ん
（
奈
良
教
区
奈
良
組
常

蓮
寺
住
職
）
よ
り
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
本
さ
ん
は
、
部
落
差
別
問
題
の
前
提
と
し
て
、
被
差
別
部
落
が
存
在
し
な
い
場

所
に
も
発
生
す
る
問
題
（
被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
た
排
除
な
ど
）

で
あ
る
と
し
、
差
別
の
実
態
も
江
戸
・
明
治
・
戦
前
・
戦
後
と
時
代
に
よ
っ
て
差
別

の
内
容
や
顕
わ
れ
方
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
差
別
問
題
に
お
い
て
重
要
な
の
は
差
別
を
生
み
出
す
構
造
を
問
う

こ
と
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
格
差
社
会
と
い
う
形
で
差
別
社
会
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
に
差
別
は
形
を
変
え
て
再
生
産
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
押
さ

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
な
ぜ
私
た
ち
の
教
団
で
こ
の
部
落
差
別
問
題
が
重
要
課
題
と
さ
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
差
別
を
受
け
る
の
は
前
世
の
因
果
や
業
に
よ
る
も
の
」

「
無
理
に
平
等
な
世
の
中
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
仏
教
の
教
え
で
あ
る
因
果
の

道
理
を
踏
み
外
す
『
悪
平
等
』
で
あ
る
」
と
、
教
学
の
言
葉
で
差
別
を
正
当
化
し
て

き
た
教
団
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を
親
鸞
聖
人
の
教
え
だ
と
受
け
止
め
て
い
た
実
態

が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
仰
ぎ
な
が
ら
も
実
際
に
は
同
朋
教

団
で
は
無
か
っ
た
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
て
始
め
ら
れ
た
の
が
、
教
団
の
再
生
運

動
で
あ
る
同
朋
運
動
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
差
別
を
克
服
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
①
信
心
・
み
教
え
を
拠

り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
②
差
別
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
③
同
朋
教
団
を
作
り
上
げ
て

い
く
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
、
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
ら
れ
「
百
％
人
権
が
保

障
さ
れ
、
差
別
の
な
い
社
会
と
い
う
の
は
歴
史
上
存
在
し
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
が
お
浄
土
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
「
し
か
し
、

そ
れ
と
は
全
く
反
対
の
こ
と
を
し
て
い
た
教
団
と
私
た
ち
教
団
人
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
た
の
が
こ
の
部
落
差
別
問
題
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
」
と
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

こ
の
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
は
単
な
る
知
識
習
得
の
た
め
の
勉
強
会
で
は

な
く
、
差
別
克
服
の
た
め
の
取
り
組
み
と
教
団
の
再
生
を
担
う
念
仏
者
の
養
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
部
落
差
別
は
過
去
の
問
題
で
は
な
く
、
現
在
の
社
会
や
教
団
の

中
に
根
強
く
残
り
、
今
な
お
形
を
変
え
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
差

別
を
克
服
し
て
い
く
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所
・
教
区
主
幹 

岡
西
好
持
】 
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◇これからの日程（8/14～9/31）◇ 

 

 ８月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

  

14 

 

19 

20 

 

 

22 

 

25 

26 

 

28 

９月 

２ 

 

９ 

 

10 

12 

 

14 

16 

17 

18 

25 

 

 

26 

常例法座（中止） 

教務所盆休み（～17） 

 

 

 

 

 

 

僧侶プレ研修会 

得度習礼講習会(～27)

（福光教堂） 

得度考査（福光教堂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座（中止） 

僧侶研修会（第 1回） 

僧侶研修会（第 2回） 

平和のつどい 

 

 

 

僧侶研修会（第 3回） 

 

 

非戦・平和学習会 

B講員研修会（石川） 

（中止） 

仏婦広報委員会 

B保育大学講座（福井） 

（中止） 

 

全国総代会総会（WEB） 

 

 

 

連区布教使研修会（石川）

（延期） 

仏婦組織委員会 

B組長会（石川）（中止） 

仏婦教材委員会 

全国真宗青年のつどい

（延期） 

 

 

 

 

仏婦・寺女合同研修会（龍

谷高校） 

養成研修会 

 

     

     

      

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

□８／23（日）：伯水 永雄 

（高岡教区） 

◎８／29（土）：山本 仏骨氏 

（大阪教区中島東組定専坊 元住職） 

「人 生 をたたえよう ( 4 ) 」  

◎９／５（土）：花岡 大学氏 

（奈良教区吉野北組浄迎寺元住職・児童文学作家） 

「仏 の手 」  

◎９／12（土）：花岡 大学氏 

（奈良教区吉野北組浄迎寺元住職・児童文学作家） 

「光 る心 」  

□９／13（日）：未  定 

（富山教区） 

◎９／19（土）：花岡 大学氏 

（奈良教区吉野北組浄迎寺元住職・児童文学作家） 

「二 つの穴 」  

◎９／26（土）：花岡 大学氏 

（奈良教区吉野北組浄迎寺元住職・児童文学作家） 

「泣 いた男 」  

【西本願寺高岡会館の常例法座】 

新型コロナウィルスの拡大に伴いの下

記の通り、常例法座を中止いたします。  

記  

 

８月１４日（金）中止  

 

９月１４日（月）中止  

以  上  

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


